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2月14日・17日・20日
 　21日・22日

2月23日・24日・27日・
 　28日 3月2日・7日

3月1日・2日・3日
　  6日 10日

開会　 会期の決定
施政方針  教育行政方針
請願の委員会付託
議案内容説明・報告
議案審議  議案の総括質疑
議案の常任委員会付託

議案及び請願の審査
予算議案の審査

市政一般質問
議案内容説明（追加議案）

委員会審査報告及び採決
議案審議（追加議案）
議員提出議案審議
閉会

平成29年第１回（３月）定例会＜会期日程＞

常 任 委 員 会

※表中、会派の「ネ」は富士見市民ネットワーク、「絆」は市民の絆を省略し表記しています。　※表中、議案等番号の「議」は議員提出議案です。　※議長の賛否表明は議長を除く議員の賛否が同数の場合のみです。

市議会議員の年賀状・暑中見舞状・祝金等寄附行為は、法律で禁止されております。皆様のご理解をお願いします。

「子どもフェスティバル」  平成29年4月23日撮影

平成２９年第１回（３月）定例会　審議結果
議案等
番号 議　案　等　の　名　称 議案等

番号 議　案　等　の　名　称 

3 富士見市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 21 平成28年度富士見都市計画事業鶴瀬駅東口土地区画整理事業特別会計補正予算

（第３号）

4 富士見市職員の育児休業等に関する条例及び富士見市職員の勤務時間、休日及び
休暇に関する条例の一部を改正する条例の制定について 26 平成29年度富士見市水道事業会計予算

5 富士見市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例の制定について 27 平成29年度富士見市下水道事業会計予算

6 富士見市税条例の一部を改正する条例の制定について 29 平成29年度富士見都市計画事業鶴瀬駅東口土地区画整理事業特別会計予算
7 富士見市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 30 富士見市道路線の変更について
8 富士見市立放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例の制定について 31 富士見市固定資産評価審査委員会委員の選任について
9 富士見市在宅重度心身障害者手当支給条例の一部を改正する条例の制定について 32 専決処分の承認を求めることについて
10 富士見市重度心身障害者医療費支給に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 33 富士見市副市長の選任について
11 富士見市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 34 富士見市教育委員会教育長の任命について
12 富士見市立集会所条例の一部を改正する条例の制定について 報告1 専決処分の報告について
13 富士見市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 報告2 平成28年度富士見市土地開発公社決算について
16 富士見市産業振興基金条例の制定について 諮問1 人権擁護委員の推薦について
17 富士見市教育振興基本計画審議会条例の制定について 議1 富士見市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について
18 平成28年度富士見市一般会計補正予算（第６号） 議2 富士見市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例の制定について

19 平成28年度富士見市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第４号） 議5 「アスクル」物流倉庫火災について国において検証と消防法・建築基準法の見直し
を求める意見書の提出について

20 平成28年度富士見都市計画事業鶴瀬駅西口土地区画整理事業特別会計補正予算
（第３号）

議
案
等
番
号

議　案　等　の　名　称 

審
議
結
果

21・未来クラブ 草の根 公明党 日本共産党 ネ 絆
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1 富士見市第５次基本構想後期基本計画を定めることについて 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ × × × × ○ ○

2 富士見市情報公開条例及び富士見市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制
定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ × × × × ○ ○

14 富士見市債権管理条例の制定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ × × × × ○ ○

15 富士見市債権管理条例の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ × × × × ○ ○

22 平成29年度富士見市一般会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ × × × × ○ ○

23 平成29年度富士見市国民健康保険特別会計（事業勘定）予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ × × × × ○ ○

24 平成29年度富士見市介護保険特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ × × × × × ○

25 平成29年度富士見市後期高齢者医療事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ × × × × ○ ○

28 平成29年度富士見都市計画事業鶴瀬駅西口土地区画整理事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ × × × × ○ ○

請願1 富士見市立市民総合体育館条例の見直しを求める請願 不採択 × × × × × × × × × × × 議
長 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ×

議3 PKO５原則に基づき自衛隊を南スーダンから撤退することを求める意見書の提出
について 否決 × × × × × × × × × × × 議

長 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議4 労働時間に関する国際基準を受け入れ長時間労働是正の法定化を求める意見書の提
出について 原案可決 × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議6 「共謀罪」（テロ等準備罪）法案の国会提出に反対する意見書の提出について 否決 × × × × × × × × × × × 議
長 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

全
会
一
致
可
決
の
議
案
等

賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
等

※「報告」については採決の対象ではありません。

○賛成　×反対

　

平
成
29
年
第
１
回
（
３
月
）
定

例
会
が
、
２
月
14
日
か
ら
３
月
10

日
ま
で
の
25
日
間
に
わ
た
っ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成
29
年
度

の
一
般
会
計
当
初
予
算
（
340
億
2916

万
9000
円
）
を
は
じ
め
、
特
別
会
計

と
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
平
成
29

年
度
当
初
予
算
案
８
件
が
す
べ
て

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

当
初
予
算
案
以
外
の
案
件
で
は
、

富
士
見
市
債
権
管
理
条
例
の
制
定
、

富
士
見
市
産
業
振
興
基
金
条
例
の

制
定
、
富
士
見
市
教
育
振
興
基
本

計
画
審
議
会
条
例
の
制
定
、
平
成

28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
富

士
見
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
な
ど
、
全
部
で
35

件
の
議
案
と
、
富
士
見
市
副
市
長

の
選
任
及
び
富
士
見
市
教
育
委
員

会
教
育
長
の
任
命
の
２
件
の
追
加

議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
す

べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意�

・
承
認
し
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
か
ら
６
日
ま
で
行
わ

れ
た
市
政
一
般
質
問
に
は
18
人
の

議
員
が
登
壇
し
、
執
行
部
の
考
え

を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
１

件
に
つ
い
て
は
、
不
採
択
と
し
ま

し
た
。

　

議
員
提
出
議
案
６
件
に
つ
い
て

は
、
「
富
士
見
市
議
会
委
員
会
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
」
「
富
士
見
市
議
会
政
務
活
動

費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
」
「
労

働
時
間
に
関
す
る
国
際
基
準
を
受

け
入
れ
長
時
間
労
働
是
正
の
法
定

化
を
求
め
る
意
見
書
」
「
『
ア
ス

ク
ル
』
物
流
倉
庫
火
災
に
つ
い
て

国
に
お
い
て
検
証
と
消
防
法
・
建

築
基
準
法
の
見
直
し
を
求
め
る
意

見
書
」
の
４
件
を
原
案
の
と
お
り

可
決
し
、
２
件
は
否
決
と
し
ま
し

た
。

後
期
基
本
計
画
ス
タ
ー
ト
の
年

過
去
最
大
規
模
の
予
算
を
可
決



2

民生費
16,394,981
48.2%(46%)

総務費
3,703,867
10.9%(11.5%)

教育費
3,726,464
11.0%(10.9%)

土木費
4,101,172
12.1%(10.9%)

公債費
2,343,589
6.9%(7%)

衛生費
2,042,311
6%(5.7%)

消防費
1,228,048
3.6%(3.6%)

議会費
249,328
0.7%(0.7%)

その他
239,409
0.7%(3.7%)

％は割合、（　）内は前年度

地方交付税
3,100,000
9.1%(9.8%)

市債
3,193,000
9.4%(10.4%)

市税
15,141,307
44.5%(43.9%)

県支出金
1,973,258
5.8%(5.6%)

繰入金
1,344,201
4.0%(2.1%)

地方消費税交付金
1,350,000
4.0%(4.7%)

その他
2,015,256
5.9%(6.9%)

国庫支出金
5,912,147
17.4%(16.6%)

一般会計当初予算340億2,916万9千円

　　　　　　　　　　　  対前年度比0.9％増

市
民
生
活
向
上
に
活
発
な
論
議

　  平成
29年度 ●一般会計当初予算構成●

　総額３４,０２９,１６９千円
　

本
予
算
は
総
括
質
疑
の
後
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
総
務
分
科
会
、
文
教
福
祉
分
科
会
、
建
設
環
境

分
科
会
に
お
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
議
会
最
終
日
の
３
月
10
日
に
、
本
会
議
で
予
算
決
算
常
任
委
員
会
委
員
長

が
審
査
結
果
報
告
を
行
っ
た
後
、
質
疑
、
討
論
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
も
の
で
す
。

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
340
億
2916
万
9000
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
３
億
148
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
市
に
お
い
て
過
去
最
大
の
予
算
規
模
で
あ
り
、
主
な
要
因
と
し
て
は
、
子
育
て
支
援
な
ど
の
社
会
保

障
関
係
経
費
の
充
実
の
ほ
か
、
公
園
整
備
や
土
地
区
画
整
理
事
業
、
学
校
施
設
の
改
修
な
ど
、
建
設
事
業
費
の
増
加

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
た
新
規
事
業
を
下
記
に
掲
載
し
ま
し
た
。

議
案
第
22
号

平
成
29
年
度
富
士
見
市
一
般
会
計
予
算  

（
賛
成
多
数
可
決
）

平成29年度当初予算の新規事業

（単位：千円）歳入

歳出

平成29年度各会計予算
会 計 名 予　算　額 対前年度増減率（％）

一 般 会 計 34,029,169千円 0.9

特
別
会
計

国 　 民 　 健 　 康 　 保 　 険 13,069,289千円 5.6

介 　 護 　 保 　 険 6,327,587千円 0.1

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 1,056,300千円 3.9

鶴 瀬 駅 西 口 土 地 区 画 整 理 事 業 534,282千円 21.3

鶴 瀬 駅 東 口 土 地 区 画 整 理 事 業 1,084,055千円 52.8
企
業
会
計

水 　 道 　 事 　 業 2,660,712千円 6.7

下 水 道 事 業 3,051,561千円 △ 22.07

■未来を担う子どもを育み、育ちあう
人のまち
◎ひとり親の交流場所の開催費用
◎関係機関との協力体制を構築するコー
ディネーターの賃金
◎子ども未来相談窓口の相談員賃金
◎つるせ台第２・第３放課後児童クラブ
施設整備工事・監理
◎公立保育所の防犯カメラ設置工事
◎保育施設整備補助金（鶴瀬駅西口・ふ
じみ野駅東口に整備予定）
◎妊婦の相談・支援のための職員賃金
◎子ども未来応援センター開設準備費用
◎不妊検査・不妊治療費の補助
◎予防接種スケジューラーの導入や子育
て応援メールの配信費用
◎大規模改造工事・監理（関沢小）
◎屋内運動場大規模改造工事・監理（み
ずほ台小）
◎エレベーター改修工事・監理（水谷東小）
◎大規模改造工事・監理（本郷中）
◎トイレ改修工事・監理（水谷中）
◎エレベーター改修工事・監理（東中）
◎手工芸室空調機設置工事（特別支援学校）
◎家庭学習応援事業委託
◎中学校新入学用品費に係る就学援助支
援システム改修費
◎若手教職員の授業力向上のための指導
員賃金
◎スクールソーシャルワーカーの賃金
◎学校給食センターの超高圧洗浄機の交換

■健康で生きいき、相互に支えあう人
のまち
◎みずほ学園の防犯カメラ設置工事
◎在宅の超重症心身障がい児を預かる事
業所への補助
◎生活介護事業所への運営費補助
◎障がい者支援計画の策定費用
◎社会福祉協議会との遠隔手話の費用
◎20歳代の歯科健診費用
◎健康増進センターのエレベーター更新
工事・監理
◎健康マイレージ事業の実施費用
◎体育館リニューアルイベントに関する
費用
◎レスリング教室開催費用

■生涯にわたる学習により、心豊かに
輝く人のまち
◎市民文化会館の第１次舞台設備等改修
工事の設計
◎市民文化会館の中央監視装置更新工事
◎市民文化会館の三点吊マイク改修工事
◎地域コンサートの開催費用
◎舞台芸術鑑賞会補助金
◎ふじみ野交流センターのＧＨＰエアコン
更新及び屋上防水工事の設計
◎針ケ谷コミュニティセンターの和室畳
表替え
◎針ケ谷コミュニティセンターの空調設
備更新工事の設計
◎鶴瀬西交流センターの非常用発電設備
点検オーバーホール
◎鶴瀬西交流センターの和室畳表替え
◎中央図書館改修工事・監理

◎レイアウト変更に伴う中央図書館の備
品購入費

◎市民総合体育館のスタジオ・ジムの機
器等使用料

◎鶴瀬公民館のオーディオレコーダー等
の備品の購入

◎水谷東公民館の給排水管等更新工事・
監理

◎水子貝塚公園の復元住居（17号）改修
工事

◎難波田城公園の資料館屋根、復元井戸
水槽等の修繕

◎難波田城公園建造物修繕の事前調査費用

■にぎわいと活力をつくる人のまち
◎戦略会議アドバイザー謝礼
◎サイクリングコース補修工事
◎地域特産物加工促進補助（梅

うめさけ

酒）
◎産業活性化アドバイザーの派遣費用
◎アクティブシニア向けシンポジウムの
開催費用

◎産業振興基金の積立

■安全・安心、快適な地域をつくる人
のまち
◎防犯アドバイザー謝礼
◎空家等実態把握調査費用
◎空家等情報管理システムの構築費用
◎防災行政無線電話自動応答サービス費用
◎地域防災計画の改定等の費用
◎避難所イメージトレーニング研修の費用
◎職員防災士取得費用
◎美化推進協定に基づく啓発費用
◎粗大ごみ収集運搬等の費用

◎シティゾーン土地利用計画策定費用
◎水谷柳瀬川土地利用計画策定費用
◎土地区画整理事業設立補助
◎緑の散歩道「貝戸の森」の用地購入費用
◎緑の散歩道「谷津の森」の用地購入費用
◎みずほ台中央公園遊具更新工事
◎ふじみの公園防球ネット改修工事
◎唐沢公園ほか２公園の浸透桝設置工事
◎前沼公園及び上沢公園への防犯カメラ
設置工事
◎打越公園への非常ボタンシステム設置
工事
◎富士見橋通線の整備費用
◎みずほ台駅東通線の整備費用
◎鶴瀬駅東口駅前広場概略設計
◎道路照明灯のＬＥＤ化工事
◎ゾーン30事業の整備（羽沢２丁目地内）
◎寿橋の耐震補強工事設計
◎雨水排水調査費用
◎中学校における交通安全教室の開催費用
◎デマンド交通実証運行の補助

■市民参加・協働により、豊かな自治
をつくる人のまち
◎本庁舎給水設備改修工事
◎本庁舎空調付帯設備改修工事
◎本庁舎地下連結散水設備の調査・設計
◎旧富士見青年の家跡地活用検討費用
◎水谷東３丁目集会所解体建設工事の設計
◎上沢３丁目集会所内部改修工事
◎勝瀬西集会所内部改修工事
◎掲示板改修工事
◎掲示板新設工事
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一般会計予算に対する

会 派 の 討 論
　

個
人
消
費
が
低
迷
し
、
「
貧
困

と
格
差
」
が
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
市
長
は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

は
ま
だ
行
き
届
い
て
い
な
い
。
個

人
消
費
は
火
が
つ
い
て
い
な
い
」

と
述
べ
た
が
、
市
民
の
厳
し
い
暮

ら
し
を
支
え
る
予
算
に
な
っ
て
い

る
か
が
問
わ
れ
る
。

　

国
保
・
介
護
・
後
期
高
齢
者
な

ど
、
今
後
の
税
や
保
険
料
、
利
用

料
な
ど
の
負
担
増
に
対
し
て
、
や

む
を
得
な
い
と
す
る
の
で
は
市
民

の
暮
ら
し
は
守
れ
な
い
。
市
民
か

ら
こ
れ
以
上
の
可
処
分
所
得
を
奪

う
こ
と
が
経
済
を
停
滞
さ
せ
る
と

い
う
こ
と
を
真
剣
に
考
え
る
べ
き
。

　

保
育
園
に
入
れ
な
い
お
子
さ
ん

は
187
人
で
、
「
仕
事
を
や
め
ざ
る

を
得
な
い
」
と
の
意
見
が
150
件
市

に
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

市
と
し
て
抜
本
的
な
保
育
園
の
増

設
計
画
を
も
つ
こ
と
、
入
れ
な
か

っ
た
お
子
さ
ん
の
緊
急
の
保
育
体

制
を
つ
く
る
べ
き
。

　

市
長
は
教
育
に
力
を
入
れ
る
と

言
う
が
、
「
富
士
見
市
が
確
か
な

教
育
が
で
き
る
市
だ
と
思
っ
て
も

ら
う
」
た
め
に
子
ど
も
の
学
力
を

上
げ
る
と
い
う
考
え
に
は
賛
同
で

き
な
い
。
新
教
育
委
員
会
制
度
実

施
の
も
と
で
、
市
長
の
介
入
も
危

惧
さ
れ
る
。
憲
法
と
子
ど
も
の
権

利
条
約
を
生
か
し
た
教
育
行
政
に
。

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
、
不
妊
治

療
費
助
成
、
浸
水
対
策
な
ど
は
歓

迎
す
る
が
、
抜
本
的
に
暮
ら
し
本

位
の
予
算
へ
の
転
換
を
求
め
る
。

　

来
年
度
予
算
は
星
野
光
弘
市
長

が
初
め
て
編
成
し
た
予
算
で
あ
る
。

市
長
が
市
長
選
挙
の
際
示
さ
れ
た
、

「
ふ
じ
み
ビ
ジ
ョ
ン
21
＋
」
に
列

挙
さ
れ
た
、
様
々
な
施
策
が
反
映

さ
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
未
来
応
援
セ
ン
タ
ー
の

開
設
や
、
学
習
支
援
の
充
実
等
子

ど
も
の
為
の
施
策
。
旧
富
士
見
青

年
の
家
跡
地
等
の
活
用
の
検
討
、

都
市
計
画
道
路
の
整
備
推
進
な
ど

将
来
を
見
据
え
た
投
資
。
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
や
浸
水
対
策
の
推
進

と
い
っ
た
安
心
安
全
に
か
か
わ
る

予
算
。
長
年
の
市
民
要
望
で
あ
っ

た
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
運
行
の
実

施
等
、
様
々
な
施
策
を
評
価
し
、

期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
後
期
基
本
計

画
の
賛
成
討
論
で
も
触
れ
た
が
、

行
財
政
運
営
に
つ
い
て
一
点
申
し

上
げ
た
い
。

　

来
年
度
予
算
は
市
税
収
入
の
増

加
を
見
込
ん
で
い
る
も
の
の
、
積

極
的
な
予
算
を
裏
付
け
る
財
源
は

不
足
し
て
お
り
、
そ
の
補
て
ん
は

基
金
の
繰
入
、
つ
ま
り
貯
金
の
取

り
崩
し
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
後
、
市
税
収
入
の
増
加
が
見

込
め
な
い
中
、
持
続
可
能
な
行
財

政
運
営
を
行
っ
て
い
く
為
に
も
、

財
政
規
律
に
つ
い
て
も
十
分
配
慮

し
て
頂
く
事
を
申
し
上
げ
賛
成
の

討
論
と
す
る
。

日
本
共
産
党（
反
対
）

草
の
根（
賛
成
）

　

平
成
29
年
度
は
、
第
５
次
基
本

構
想
の
総
仕
上
げ
と
な
る
後
期
基

本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
年
で
あ

り
過
去
最
大
の
予
算
規
模
と
な
っ

て
い
る
。
子
育
て
支
援
や
、
市
民

の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
の
防
災�

・
減
災
対
策
や
防
犯
対
策
な
ど
、

本
市
の
未
来
に
向
け
て
、
さ
ら
な

る
成
長
を
目
指
し
た
予
算
編
成
を

評
価
す
る
。
施
策
に
は
、
子
ど
も

未
来
応
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
や
家

庭
学
習
応
援
事
業
の
開
始
、
健
康

マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の
実
施
、
防
災

行
政
無
線
の
内
容
を
電
話
で
確
認

で
き
る
自
動
応
答
サ
ー
ビ
ス
の
実

施
の
ほ
か
、
市
民
の
暮
ら
し
の
向

上
に
む
け
て
、
様
々
な
新
規
事
業

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
障

が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
本

市
独
自
で
運
営
す
る
な
ど
各
種
福

祉
施
策
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
。

本
市
の
発
展
に
向
け
て
大
切
な
事

業
と
な
る
水
谷
柳
瀬
川
土
地
利
用

計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
予
算
も

計
上
さ
れ
て
い
る
。
デ
マ
ン
ド
交

通
の
実
証
運
行
は
、
市
民
の
生
活

を
支
え
る
交
通
網
と
な
り
う
る
こ

と
か
ら
、
工
夫
を
重
ね
て
の
実
証

運
行
を
求
め
る
。
過
去
最
大
の
税

収
規
模
に
な
る
が
、
今
後
は
人
口

減
少
を
視
野
に
入
れ
、
安
定
基
盤

を
保
つ
努
力
も
尚
一
層
必
要
な
時

代
と
な
る
。
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方

が
暮
ら
し
や
す
い
、
高
齢
化
社
会

の
中
で
の
柔
軟
な
対
応
を
、
今
後

も
積
極
的
に
進
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
要
望
し
賛
成
の
討
論
と
す
る
。

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
は

過
去
最
高
の
予
算
規
模
に
な
っ
て

い
る
。
第
５
次
基
本
構
想
の
総
仕

上
げ
と
な
る
、
後
期
基
本
計
画
が

ス
タ
ー
ト
す
る
年
と
な
り
、
さ
ら

な
る
発
展
を
期
待
す
る
。

　

市
長
も
前
市
長
の
基
本
的
な
部

分
は
継
承
し
て
い
く
表
明
も
あ
り
、

さ
ら
に
経
済
状
況
や
少
子
高
齢
化

等
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
受
け
と
め
て

来
ら
れ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

　

地
域
の
拠
点
で
あ
る
、
公
民
館

活
動
、
集
会
所
の
施
設
整
備
、
特

に
中
央
図
書
館
の
大
規
模
改
修
事

業
に
期
待
す
る
。
さ
ら
な
る
商
工

業
へ
の
事
業
推
進
、
旧
富
士
見
青

年
の
家
跡
地
の
有
効
活
用
も
期
待

す
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
経
済
状
況
は

無
視
で
き
な
い
。
こ
れ
ま
で
に
も

進
め
て
き
た
子
育
て
支
援
、
現
在

子
ど
も
の
６
人
に
１
人
が
貧
困
に

な
っ
て
い
る
な
か
で
、
「
学
校
給

食
費
の
無
償
化
」
な
ど
も
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
支

援
で
あ
る
と
と
も
に
子
育
て
世
代

の
支
援
と
し
て
、
重
く
受
け
止
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ハ
ー
ド
面
で
は
、
首
都
圏
30
㎞

圏
内
と
恵
ま
れ
て
い
る
が
、
幹
線

道
路
の
整
備
、
都
市
計
画
道
路
の

整
備
は
当
市
の
動
脈
で
も
あ
り
、

早
期
の
整
備
を
期
待
す
る
。
ま
た

に
ぎ
わ
い
を
展
望
す
る
と
東
西
口

の
立
体
化
も
必
要
と
思
う
。
今
後

も
市
民
に
優
し
い
市
政
を
目
指
す

こ
と
を
要
望
し
賛
成
と
す
る
。

公
明
党（
賛
成
）

市
民
の
絆（
賛
成
）

　

予
算
編
成
で
は
、
引
き
続
き
子

育
て
支
援
策
を
は
じ
め
都
市
基
盤

整
備
な
ど
の
施
策
で
「
魅
力
と
賑

わ
い
の
あ
る
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
た
結
果
、
平
成
29

年
度
は
過
去
最
大
の
予
算
規
模
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
市
税
も
昨
年
開
業

し
た
、
ら
ら
ぽ
ー
と
富
士
見
の
影

響
な
ど
に
よ
り
過
去
最
高
の
税
収

規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
主
財

源
確
保
に
お
い
て
は
、
ま
ち
づ
く

り
寄
附
金
の
積
極
的
活
用
な
ど
、

調
査
研
究
を
引
き
続
き
進
め
る
よ

う
求
め
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
後
期
基
本
計
画
及

び
キ
ラ
リ
と
輝
く
創
生
総
合
戦
略

の
推
進
を
進
め
な
が
ら
、
新
た
に

で
き
る
民
間
保
育
所
な
ど
へ
の
運

営
経
費
の
増
額
、
市
民
活
動
総
合

保
険
の
加
入
、
富
士
見
市
Ｐ
Ｒ
大

使
委
嘱
な
ど
新
た
な
計
画
も
多
く

あ
り
、
地
域
性
や
潜
在
力
を
活
か

す
も
の
と
し
て
評
価
し
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
は
、
過
去
最
大
と
な

る
予
算
が
見
ら
れ
、
そ
の
た
め
に

市
債
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
心
配

さ
れ
ま
す
。
今
後
は
限
ら
れ
た
予

算
内
で
施
策
を
行
う
こ
と
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ま
す
。

　

事
業
実
施
に
は
、
目
的
、
内
容
、

効
果
に
つ
い
て
更
な
る
精
査
を
、

そ
し
て
行
政
改
革
に
向
け
た
努
力

を
し
、
中
長
期
的
な
視
点
で
の
市

政
運
営
に
取
り
組
む
こ
と
を
要
望

し
、
賛
成
の
討
論
と
し
ま
す
。

　

当
初
予
算
総
額
は
過
去
最
大
の

予
算
規
模
に
な
っ
た
。

　

歳
入
は
５
年
連
続
で
前
年
度
を

上
回
り
、
市
税
は
前
年
比
2.2
％
増
。

交
付
税
は
、
消
費
の
低
迷
や
国
の

財
政
支
出
の
方
向
性
に
よ
り
厳
し

い
も
の
に
な
る
。

　

国
民
の
所
得
格
差
の
広
が
り
、

節
約
志
向
の
影
響
は
大
き
く
不
透

明
さ
が
増
す
。

　

歳
出
は
第
５
次
基
本
構
想
の
後

期
基
本
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

子
ど
も
未
来
応
援
セ
ン
タ
ー
の
開

設
、
ひ
と
り
親
世
帯
み
な
し
支
援
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
施
設
整
備
、

待
機
児
解
消
の
た
め
の
民
間
保
育

施
設
の
整
備
補
助
、
学
校
教
育
支

援
は
就
学
援
助
の
充
実
、
放
課
後

等
小
学
５
年
生
対
象
の
学
習
会
、

生
活
困
窮
家
庭
の
中
学
生
へ
の
学

習
支
援
教
室
増
設
、
不
登
校
児
童

生
徒
へ
の
支
援
体
制
の
充
実
な
ど

子
育
て
世
代
向
け
の
事
業
。

　

ま
た
緑
地
保
全
で
は
「
貝
戸
の

森
」
「
谷
津
の
森
」
の
用
地
取
得
。

省
エ
ネ
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
、
台
風
被
害
に
よ
り
浸
水

対
策
の
現
地
調
査
の
実
施
、
デ
マ

ン
ド
交
通
の
実
証
運
行
の
実
施
で

交
通
困
難
地
域
の
把
握
を
す
る
。

　

旧
青
年
の
家
跡
地
の
活
用
方
針

の
検
討
、
地
域
集
会
所
の
解
体
・

建
設
の
設
計
、
改
修
等
を
評
価
す

る
。

　

街
の
賑
わ
い
創
出
、
貧
困
で
生

活
の
厳
し
い
市
民
へ
の
支
援
に
柔

軟
な
財
政
運
営
を
要
望
す
る
。

21・未
来
ク
ラ
ブ（
賛
成
）

富
士
見
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
賛
成
）

議
案
第
18
号

平
成
28
年
度
富
士
見
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

�

（
全
会
一
致
可
決
）

　

既
定
の
予
算
に
3
億
9298
万
4000
円�

を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
を
346
億�

793
万
4000
円
と
す
る
も
の
で
す
。

《
主
な
内
容
と
金
額
》

○
土
地
開
発
公
社
残
余
財
産
清
算

収
入
等
の
受
入
れ
に
伴
い
、
公

共
施
設
整
備
基
金
へ
積
立
て
を

す
る
た
め
の
増
額
補
正
。

　

［
２
億
7422
万
7000
円
］

○
緑
地
保
全
基
金
へ
積
立
て
を
す

る
た
め
の
増
額
補
正
。

　

［
１
億
円
］

○
利
用
者
の
増
加
等
に
伴
い
、
自

立
支
援
医
療
費
及
び
障
害
介
護

給
付
費
の
増
額
補
正
。

　

［
6526
万
4000
円
］

○
平
成
27
年
度
自
立
支
援
医
療
費

に
係
る
国
県
負
担
金
の
確
定
に

伴
い
、
超
過
交
付
額
を
返
還
す

る
た
め
の
増
額
補
正
。

　

［
578
万
9000
円
］

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

の
補
正
に
伴
う
同
特
別
会
計
に

対
す
る
繰
出
金
の
増
額
補
正
。

　

［
6372
万
3000
円
］

○
市
制
施
行
45
周
年
記
念
も
も
い

ろ
ク
ロ
ー
バ
ー
Ｚ
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
、
市
の
Ｐ
Ｒ
及
び
来

３
月
定
例
会　
議
案
審
議
報
告

場
者
の
安
全
確
保
等
を
行
う
た

め
の
増
額
補
正
。

　

［
178
万
9000
円
］

○
市
民
総
合
体
育
館
災
害
復
旧
工

事
の
事
業
費
の
確
定
に
伴
い
、

工
事
請
負
費
の
減
額
補
正
。

　

［
△
2
億
6391
万
6000
円
］

○
市
民
総
合
体
育
館
の
大
規
模
改

造
工
事
の
事
業
費
の
確
定
に
伴

い
、
工
事
請
負
費
の
減
額
補
正
。

　

［
△
1
億
4853
万
2000
円
］

○
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
費
交

付
金
の
交
付
決
定
な
ど
に
よ
り
、

市
道
第
5101
号
線
︵
大
字
勝
瀬
地

内
）
に
係
る
整
備
事
業
費
の
減

額
補
正
。

　

［
△
1
億
7778
万
5000
円
］

○
鶴
瀬
駅
東
口
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
予
算
の
補
正
に
伴

う
同
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の

減
額
補
正
。

　

［
△
8375
万
6000
円
］

○
鶴
瀬
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
予
算
の
補
正
に
伴

う
同
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の

減
額
補
正
。

　

［
△
4437
万
5000
円
］

○
入
間
東
部
地
区
消
防
組
合
の
平

成
28
年
度
補
正
予
算
︵
第
２
号
）�

に
伴
う
同
組
合
へ
の
負
担
金
の

減
額
補
正
。
︵
常
備
消
防
費
・

非
常
備
消
防
費
）

　

［
△
5881
万
円
］

○
当
初
見
込
み
よ
り
保
育
士
加
配

対
象
児
童
数
が
下
回
っ
た
こ
と

な
ど
に
伴
う
、
臨
時
雇
賃
金
の

減
額
補
正
。

　

［
△
3100
万
円
］

○
当
初
見
込
み
よ
り
申
請
が
下
回

っ
た
こ
と
に
伴
う
、
保
育
補
助

者
雇
上
強
化
事
業
補
助
金
の
減

額
補
正
。

　

［
△
2658
万
円
］

○
当
初
見
込
み
よ
り
多
子
世
帯
数

が
少
な
く
、
ひ
と
り
当
た
り
の

単
価
が
減
額
し
た
こ
と
な
ど
に

伴
う
、
幼
稚
園
等
就
園
奨
励
費

補
助
金
の
減
額
補
正
。

　

［
△
1804
万
2000
円
］

議
案
第
１
号

富
士
見
市
第
５
次
基
本
構
想
後
期
基

本
計
画
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

�

（
賛
成
多
数
可
決
）

　

平
成
23
年
度
か
ら
第
５
次
基
本

構
想
が
ス
タ
ー
ト
し
、
中
期
基
本

計
画
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
ま
す
が
、
ら
ら
ぽ
ー
と

富
士
見
の
開
業
や
子
ど
も
子
育
て

新
制
度
の
開
始
な
ど
変
化
の
激
し

い
時
代
に
速
や
か
に
対
応
す
る
た

め
、
現
在
の
中
期
基
本
計
画
を
見

直
し
、
後
期
基
本
計
画
︵
平
成
29

年
度
～
32
年
度
）
を
策
定
す
る
も

の
で
す
。

議
案
第
２
号

富
士
見
市
情
報
公
開
条
例
及
び
富
士

見
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

�

（
賛
成
多
数
可
決
）

　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
及
び
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
等
に
伴
い
、
富
士
見
市
情
報

公
開
条
例
及
び
富
士
見
市
個
人
情

報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

《
主
な
内
容
》

○
情
報
公
開
条
例
関
係

・
個
人
に
関
す
る
情
報
の
定
義
の

明
確
化
。

・
実
施
機
関
が
他
の
実
施
機
関
に

対
し
、
事
案
の
移
送
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
旨
を
明
記
。

○
個
人
情
報
保
護
条
例
関
係

・
定
義
の
明
確
化
。
︵
個
人
情
報
、

個
人
識
別
符
号
、
要
配
慮
個
人

情
報
、
本
人
）

　

［
平
成
29
年
５
月
30
日
施
行
］

・
派
遣
労
働
者
の
責
務
を
明
記
。

　

［
平
成
29
年
４
月
1
日
施
行
］
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�

大
谷　

順
子
（
日
本
共
産
党
）

①
小
中
学
校
の
給
食
費
の
半
額
助

成
実
現
に
つ
い
て

問　

給
食
費
の
実
費
支
給
を
含
む

就
学
援
助
の
申
請
者
が
市
内
の
小

中
学
校
合
わ
せ
て
1661
人
で
、
全
校

生
徒
の
約
２
割
に
上
る
。
給
食
費

の
負
担
を
重
荷
に
感
じ
て
い
る
家

庭
は
多
い
。
す
べ
て
の
小
中
学
生

が
安
心
し
て
給
食
を
楽
し
め
る
よ

う
、
給
食
費
の
半
額
助
成
を
実
現

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

学
校
給
食
法
で
は
、
「
食
材

は
保
護
者
負
担
」
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
そ
の
と
お
り
に
し
て
お
り
、

今
は
補
助
す
る
考
え
は
な
い
。

問　

法
律
上
、
市
に
補
助
す
る
義

務
が
無
く
て
も
、
補
助
を
す
る
市

町
村
が
全
国
で
ど
ん
ど
ん
増
え
て

い
る
。
埼
玉
県
内
で
全
額
補
助
、

あ
る
い
は
一
部
補
助
︵
多
子
の
う

ち
１
人
、
ア
レ
ル
ギ
ー
食
含
む
）

を
行
っ
て
い
る
市
町
村
は
ど
こ
か
。

答　

滑
川
町
、
小
鹿
野
町
、
坂
戸

市
、
小
川
町
、
吉
見
町
、
東
秩
父

村
、
秩
父
市
、
横
瀬
町
、
皆
野
町
、

長
瀞
町
、
美
里
町
、
神
川
町
、
寄

居
町
、
幸
手
市
で
あ
る
。

問　

な
ぜ
法
の
義
務
が
無
く
て
も

こ
れ
ら
の
市
町
村
が
助
成
す
る
の

か
、
研
究
す
る
べ
き
で
は
。

答　

研
究
は
し
て
み
る
。

斉
藤　

隆
浩
（
21
・
未
来
ク
ラ
ブ
）

①
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　

富
士
見
市
防
災
リ
ー
ダ
ー
の

こ
れ
か
ら
の
活
躍
は
。

答　

67
名
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
地
域

の
防
災
訓
練
等
に
お
け
る
指
導
者

や
、
地
域
防
災
の
先
導
者
と
な
っ

て
い
る
。
更
な
る
活
躍
の
場
を
今

後
も
設
け
る
。

問　

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
式
初
期
消

火
器
具
の
設
置
の
考
え
は
。

答　

有
効
と
認
識
す
る
が
、
導
入

に
あ
た
っ
て
は
リ
ス
ク
等
を
考
慮

し
て
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

②
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

問　

散
歩
時
な
ど
に
気
軽
に
座
れ

る
ま
ち
な
か
ベ
ン
チ
の
設
置
は
。

答　

既
存
歩
道
で
の
設
置
は
難
し

い
が
、
商
店
会
等
の
意
向
を
聞
き

設
置
で
き
な
い
か
検
討
を
進
め
る
。

問　

道
路
破
損
等
の
情
報
通
報
や

ゴ
ミ
関
係
の
情
報
提
供
な
ど
を
す

る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
は
。

答　

有
効
な
手
法
と
し
て
理
解
し

て
お
り
、
調
査
研
究
を
進
め
る
。

③
勝
瀬
小
学
校
区
の
公
共
施
設
の

設
置
に
つ
い
て

問　

敬
老
会
等
地
域
の
催
し
が
で

き
る
施
設
の
整
備
は
。

答　

難
し
い
状
況
だ
が
、
要
望
に

対
し
て
工
夫
を
凝
ら
し
取
り
組
む
。

�

川
畑　

勝
弘
（
日
本
共
産
党
）

①
災
害
対
策
に
つ
い
て

問　

水
害
時
の
避
難
計
画
で
南
畑�

・
東
大
久
保
地
域
な
ど
を
特
別
に

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

昨
年
の
台
風
を
教
訓
に
各
河

川
の
水
位
観
測
所
の
水
位
を
注
視

し
、
職
員
を
現
場
に
派
遣
し
て
早

期
の
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難

開
始
の
発
令
の
判
断
を
行
い
、
避

難
誘
導
等
特
別
体
制
を
と
る
。

問　

誰
も
が
電
柱
を
見
れ
ば
避
難

場
所
が
わ
か
る
表
示
を
。

答　

避
難
場
所
の
周
知
方
法
の
見

直
し
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

山
室
排
水
路
の
改
善
策
と
し

て
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
２
段
積
み
上
げ

工
事
を
進
め
て
い
る
が
、
既
存
の

手
す
り
が
低
く
な
り
子
ど
も
が
ブ

ロ
ッ
ク
に
乗
っ
て
し
ま
う
と
危
険

な
状
況
。
市
の
対
応
は
。

答　

現
場
を
確
認
し
検
討
す
る
。

②
地
域
の
交
通
環
境
の
改
善
を

問　

市
内
の
道
路
や
歩
道
が
で
こ

ぼ
こ
に
な
っ
て
い
る
。
市
全
体
の

修
繕
計
画
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
寿
命

は
、
交
通
量
や
道
路
構
造
に
も
よ

る
が
10
年
か
ら
20
年
程
度
と
言
わ

れ
る
。
道
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
住

民
の
情
報
か
ら
現
地
調
査
し
必
要

性
緊
急
性
を
踏
ま
え
対
応
す
る
。

心
ふ
れ
あ
う
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

関
野　

兼
太
郎（
21
・
未
来
ク
ラ
ブ
）

①
平
成
29
年
度
の
市
政
運
営
や
教

育
行
政
に
つ
い
て

問　

活
気
と
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
、
水
谷
地
域
や
水

谷
東
地
域
に
関
連
す
る
事
業
は
。

答　

水
谷
柳
瀬
川
の
土
地
利
用
構

想
の
策
定
や
富
士
見
橋
通
線
の
早

期
着
手
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推

進
す
る
。

問　

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
社
会

参
加
に
関
連
し
、
富
士
見
市
社
会

福
祉
協
議
会
で
行
っ
て
い
る
、
成

年
後
見
制
度
運
営
へ
の
支
援
は
。

答　

安
定
運
営
に
向
け
補
助
金
等

で
支
援
し
て
い
く
。

問　

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
発
信
に
よ
る

市
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
。

答　

発
信
は
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

の
醸
成
や
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
つ

な
が
り
重
要
と
考
え
て
い
る
。

問　

鮮
魚
業
者
に
よ
る
鮭
の
解
体
、

イ
ワ
シ
の
手
開
き
な
ど
の
実
習
事

業
を
見
学
し
た
。
自
然
環
境
に
も

触
れ
大
変
感
銘
し
た
。
市
内
で
こ

う
い
っ
た
授
業
の
実
施
状
況
は
。

答　

現
在
５
校
で
行
っ
て
い
る
。

②
行
政
防
災
無
線
に
つ
い
て

問　

子
局
の
増
設
に
よ
り
聞
こ
え

の
悪
い
地
域
は
解
消
す
る
の
か
。

答　

解
消
の
た
め
の
対
策
で
あ
る
。

�

小
川　

匠
（
日
本
共
産
党
）

①
駅
ホ
ー
ム
の
安
全
対
策
を

問　

１
月
に
蕨
駅
で
視
覚
障
が
い

者
の
方
が
ホ
ー
ム
か
ら
転
落
し
た

事
故
を
受
け
て
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
取
る
の
か
。

答　

昨
年
度
、
ホ
ー
ム
の
内
側
を

判
別
で
き
る
内
方
線
付
き
点
状
ブ

ロ
ッ
ク
が
み
ず
ほ
台
駅
を
最
後
に

市
内
３
駅
す
べ
て
で
整
備
を
完
了

し
た
。
ホ
ー
ム
ド
ア
は
、
東
武
鉄

道
に
早
期
設
置
を
要
望
し
て
い
く
。

問　

埼
玉
県
作
成
の
、
「
目
の
不

自
由
な
方
に
対
す
る
駅
ホ
ー
ム
で

の
声
か
け
・
サ
ポ
ー
ト
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
」
の
活
用
を
。

答　

介
助
の
仕
方
が
わ
か
り
や
す

く
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
早
速
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
、
駅
、
公

共
機
関
へ
も
お
知
ら
せ
す
る
。

②
市
民
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て

問　

と
な
り
街
の
中
学
校
に
通
っ

て
い
た
市
民
が
そ
の
自
治
体
の
成

人
式
に
参
加
で
き
る
よ
う
配
慮
を
。

答　

本
市
で
は
ふ
じ
み
野
市
在
住

で
勝
瀬
中
を
卒
業
し
た
方
に
は
案

内
状
を
送
っ
て
い
る
が
、
ふ
じ
み

野
市
で
は
、
本
市
に
住
み
大
井
中

を
卒
業
し
た
人
へ
の
案
内
状
は
送

っ
て
い
な
い
。
今
後
は
ふ
じ
み
野

市
に
対
し
各
個
人
に
案
内
が
届
け

ら
れ
る
よ
う
、
働
き
か
け
て
い
く
。

田
中　

栄
志
（
21
・
未
来
ク
ラ
ブ
）

①
安
全
対
策
に
つ
い
て

問　

狭
隘
道
路
の
今
後
の
整
備
は
。

答　

地
域
要
望
に
対
し
、
道
路
敷

地
の
寄
付
採
納
な
ど
の
協
力
が
得

ら
れ
る
路
線
に
つ
い
て
、
必
要
性

等
を
検
討
の
上
、
整
備
を
進
め
る
。

問　

東
武
鉄
道
に
対
し
、
更
な
る

安
全
対
策
を
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

答　

東
武
鉄
道
の
ホ
ー
ム
ド
ア
整

備
計
画
に
関
わ
ら
ず
、
早
期
の
設

置
に
つ
い
て
要
望
を
続
け
た
い
。

②
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問　

条
例
制
定
へ
の
進
捗
状
況
は
。

答　

昨
年
７
月
に
、
空
家
等
対
策

庁
内
検
討
委
員
会
を
設
置
し
た
。

検
討
を
進
め
、
６
月
議
会
を
目
途

に
条
例
制
定
を
予
定
し
て
い
る
。

③
水
谷
柳
瀬
川
地
区
の
土
地
利
用

に
つ
い
て

問　

現
状
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答　

市
の
現
状
や
地
区
整
備
の
前

提
条
件
の
整
理
、
民
間
企
業
の
立

地
需
要
等
を
把
握
し
な
が
ら
土
地

利
用
構
想
を
策
定
し
て
い
る
。

問　

今
後
の
中
長
期
的
な
事
業
の

方
向
性
は
。

答　

今
年
度
策
定
の
土
地
利
用
構

想
を
も
と
に
、
関
係
者
の
意
見
等

も
踏
ま
え
、
よ
り
具
体
的
な
土
地

利
用
計
画
の
策
定
や
、
整
備
手
法

等
の
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

�

寺
田　

玲
（
日
本
共
産
党
）

①
給
付
制
奨
学
金
制
度
の
新
設
を

問　

「
経
済
的
な
理
由
で
進
学
を

あ
き
ら
め
た
事
が
あ
る
、
今
後
可

能
性
が
あ
る
」
が
ア
ン
ケ
ー
ト
の

５
割
を
超
え
て
い
る
。
対
策
を
ど

う
検
討
し
た
の
か
。

答　

現
在
は
入
学
準
備
金
利
子
補

給
制
度
を
実
施
、
140
人
が
利
用
し

て
い
る
。
国
の
給
付
型
奨
学
金
を

注
視
し
て
い
く
。

問　

国
の
制
度
で
は
必
要
な
人
の

２
％
し
か
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。

富
士
見
市
で
も
給
付
型
が
必
要
。

答　

こ
の
１
年
で
す
べ
て
整
備
す

る
わ
け
で
は
な
い
、
必
要
な
時
に

は
見
直
す
。

問　

子
育
て
世
帯
の
一
番
の
悩
み

は
進
学
費
。
今
が
必
要
な
時
で
は
。

答　

今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

②
18
歳
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化

を問　

県
内
自
治
体
実
施
状
況
は
。

答　

入
院
・
通
院
無
料
が
９
自
治

体
、
入
院
の
み
が
１
自
治
体
。

問　

前
市
長
は
「
必
要
性
は
感
じ

て
い
る
、
２
市
１
町
の
足
並
み
が

課
題
」
と
答
弁
し
て
い
た
。
そ
の

後
ど
の
よ
う
な
協
議
を
し
た
の
か
。

答　

現
在
協
議
は
し
て
い
な
い
。

県
か
ら
の
補
助
金
も
少
な
く
、
市

の
財
政
的
な
負
担
が
大
き
い
。

市政一般質問
　３月１日・２日・３日・６日の４日間にわたり１８人の議員が、
市民生活に関わる諸問題をはじめ、富士見市の将来を見据えた課
題や施策等市政一般について、市長・教育長等の考えをただしま
した。
　ここでは、定められたスペースで質問者が執筆した原稿を掲載
しました。

�

加
藤　

清
（
公
明
党
）

①
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入
に

つ
い
て

問　

実
証
運
行
の
期
間
は
。

答　

８
月
頃
か
ら
６
か
月
間
。

問　

利
用
で
き
る
対
象
者
は
。

答　

全
市
民
が
対
象
。

問　

運
行
形
態
は
。

答　

乗
降
所
は
利
用
者
の
自
宅
と

市
が
指
定
す
る
共
通
乗
降
所
369
か

所
を
考
え
て
い
る
。

問　

本
格
的
な
運
行
に
向
け
て
の

取
り
組
み
は
。

答　

実
証
運
行
で
得
た
利
用
実
態

な
ど
の
デ
ー
タ
を
分
析
、
検
討
し

地
域
交
通
会
議
に
て
協
議
す
る
。

人
が
孤
立
し
な
い
市
を
目
指
す

�

深
瀬　

優
子
（
公
明
党
）

①
み
ず
ほ
台
駅
東
口
の
将
来
像

問　

計
画
の
進
捗
状
況
は
。

答　

み
ず
ほ
台
駅
東
通
線
の
水
子

か
ら
南
畑
方
面
の
一
部
区
間
は
未

整
備
で
あ
り
、
市
街
地
の
連
続
性

や
道
路
ア
ク
セ
ス
の
点
で
課
題
が

あ
る
。
現
在
、
土
地
区
画
整
理
事

業
完
了
区
域
の
境
界
か
ら
市
道
第

5113
号
線
ま
で
の
区
間
を
、
事
業
化

に
向
け
て
検
討
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
周
辺
地
域
の
基
盤
整
備
も
含

め
た
整
備
手
法
の
検
討
も
進
め
て

い
る
。
本
地
域
の
発
展
の
た
め
早

期
事
業
化
を
目
指
し
て
い
く
。

②
旧
富
士
見
青
年
の
家
跡
地
を
利

用
し
た
市
の
名
所
づ
く
り
に
つ
い

て問　

そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

答　

平
成
29
年
度
に
県
が
施
設
解

体
の
設
計
を
行
っ
て
い
る
。
県
と

の
協
議
の
中
で
、
富
士
見
市
の
公

共
利
用
が
第
一
と
考
え
て
い
る
。

県
の
解
体
工
事
を
踏
ま
え
、
旧
青

年
の
家
を
更
地
の
状
態
か
ら
活
用

す
る
こ
と
を
検
討
。

問　

跡
地
利
用
の
考
え
は
。

答　

本
地
域
の
自
然
環
境
や
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
守
り
つ
つ
、
さ
ら
に

魅
力
を
高
め
る
と
と
も
に
地
域
全

体
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
く
。

②
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の

文
化
芸
術
活
動
の
推
進
を

問　

ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

設
立
は
。

答　

調
査
、
研
究
、
検
討
し
て
き

た
。
設
立
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
裾

野
を
広
げ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
育
て

る
環
境
整
備
を
行
う
事
で
、
ま
ち

全
体
の
文
化
芸
術
が
図
れ
る
と
考

え
る
。
し
か
し
な
が
ら
練
習
会
場

と
し
て
の
防
音
設
備
を
要
す
る
施

設
の
恒
常
的
な
確
保
、
楽
器
の
準

備
や
修
繕
、
楽
器
保
管
庫
の
設
置

な
ど
予
算
面
や
施
設
面
で
も
大
き

な
事
業
と
な
り
、
現
在
は
大
変
ハ

ー
ド
ル
の
高
い
事
業
と
考
え
る
。

解
体
後
の
有
効
活
用
が

望
ま
れ
る
旧
富
士
見

青
年
の
家

議会だよりの表紙写真を募集しています。
下記の要領でご応募をお願いします。
◆カラー写真
◆被写体のテーマ『私が選んだ富士見市百景』
◆写真（２Ｌ版）か写真データ
◆受付は随時行っています。
＊応募写真、データは返却いたしません。
＊写真のタイトル・撮影日時・場所を明記
＊メールでの応募も可能です。
◇採用の方には、富士見市の特産品を贈呈
します。
◆送付先　〒354-8511
富士見市大字鶴馬1800番地１
富士見市議会事務局　あて
TEL�049-251-2711（内165・166）
FAX�049-255-9637
メールアドレス　gikai@city.fujimi.saitama.jp

表紙写真を募集
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市民生活・環境などで活発な発言市民生活・環境などで活発な発言
富
士
見
市
の
未
来
を
創
る
た
め
に

上
杉　

考
哉
（
21
・
未
来
ク
ラ
ブ
）

①
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

問　

都
市
計
画
道
路
水
子
鶴
馬
線

の
早
期
実
現
と
隣
接
す
る
水
谷
幼

稚
園
付
近
の
早
急
な
道
路
整
備
を
。

答　

水
子
鶴
馬
線
一
部
の
地
域
で

面
整
備
と
あ
わ
せ
た
整
備
の
検
討

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
水
谷
幼
稚

園
付
近
の
道
路
に
つ
い
て
も
用
地

測
量
に
入
り
、
来
年
度
の
工
事
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

②
人
に
あ
た
た
か
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

問　

国
民
健
康
保
険
に
絡
ん
だ
医

療
費
等
の
問
題
を
扱
う
観
点
や
、

保
険
事
業
の
更
な
る
充
実
の
た
め

に
、
保
険
年
金
課
へ
保
健
師
を
配

属
を
し
て
は
ど
う
か
。

答　

特
定
健
診
等
の
実
施
を
大
き

な
健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

同
一
の
部
署
で
取
り
組
む
こ
と
の

必
要
性
も
認
識
し
、
庁
内
で
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

③
地
域
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

問　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

様
々
な
声
が
出
て
い
る
が
「
ふ
る

さ
と
を
応
援
し
た
い
」
と
い
う
根

幹
を
大
事
に
し
て
更
な
る
推
進
を
。

答　

改
め
て
条
例
の
趣
旨
を
ふ
ま

え
、
本
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

�

伊
勢
田　

幸
正
（
草
の
根
）

①
再
び
、
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

問　

い
わ
ゆ
る
職
員
の
「
持
ち
家

手
当
」
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答　

引
き
続
き
、
近
隣
市
の
動
向

を
見
て
判
断
し
た
い
。

②
市
の
組
織
に
つ
い
て

問　

市
長
か
ら
市
役
所
の
機
構
改

革
を
、
平
成
30
年
度
を
目
途
に
検

討
し
て
い
く
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

教
育
委
員
会
の
所
管
事
務
の
移
管

は
視
野
に
入
れ
て
い
る
の
か
。

答　

検
討
し
て
い
る
。

③
「
子
育
て
す
る
な
ら
富
士
見
市

で
」
の
強
化
に
つ
い
て

問　

キ
ラ
リ
ふ
じ
み
で
開
催
さ
れ

る
コ
ン
サ
ー
ト
・
舞
台
に
つ
い
て

「
乳
幼
児
の
参
加
Ｏ
Ｋ
」
の
も
の

は
そ
れ
が
わ
か
る
取
り
組
み
を
。

答　

現
在
、乳
幼
児
不
可
の
場
合

の
み
チ
ラ
シ
な
ど
に
そ
の
表
示
を

し
て
い
る
。
そ
れ
を
見
直
し
、乳

幼
児
可
の
も
の
に
つ
い
て
も「
可
」

と
わ
か
る
表
示
を
し
て
い
く
。

問　

現
在
、
富
士
見
市
で
は
児
童

館
は
祝
日
が
休
館
日
と
な
っ
て
い

る
。
和
光
市
・
志
木
市
・
川
越

市
・
ふ
じ
み
野
市
な
ど
は
祝
日
も

児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
が
開
館

と
な
っ
て
い
る
。
見
直
し
を
。

答　

ま
ず
は
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

を
見
直
す
検
討
を
し
て
い
く
。

�

篠
田　

剛
（
公
明
党
）

①
災
害
情
報
等
の
伝
達
に
つ
い
て

問　

電
話
の
自
動
応
答
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
。

答　

ご
指
摘
の
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー

ビ
ス
は
、
防
災
行
政
無
線
の
放
送

内
容
を
市
民
が
自
ら
確
認
で
き
る

よ
う
に
な
る
も
の
で
、
平
成
29
年

度
の
早
い
時
期
か
ら
運
用
を
考
え
、

今
後
周
知
し
て
い
く
。
定
時
放
送

を
除
き
、
災
害
や
迷
い
人
の
お
知

ら
せ
や
、
高
温
注
意
報
の
情
報
な

ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
応
答
サ

ー
ビ
ス
期
間
は
原
則
24
時
間
で
、

20
件
の
放
送
が
確
認
で
き
る
。

問　

Ｙ
a
ｈ
ｏ
ｏ
防
災
速
報
な
ど

の
更
な
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答　

大
変
有
効
で
あ
る
と
考
え
、

今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
い
く
。

②
踏
切
付
近
に
お
け
る
歩
行
者
の

安
全
な
通
行
に
つ
い
て

問　

上
沢
１
丁
目
24
番
地
付
近
の

踏
切
に
つ
い
て
。

答　

東
武
鉄
道
と
踏
切
内
の
歩
道

設
置
に
向
け
協
議
を
し
、
了
承
さ

れ
て
い
る
。
平
成
29
年
度
設
計
し
、

翌
年
度
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

踏
切
付
近
の
歩
道
階
段
の
改

善
に
つ
い
て
。

答　

踏
切
の
拡
幅
協
議
の
中
で
、

議
員
ご
指
摘
の
手
摺
や
ス
ロ
ー
プ

の
設
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

�

加
賀　

奈
々
恵
（
草
の
根
）

①
市
長
の
行
政
経
営
プ
ラ
ン
に
つ

い
て

問　

ど
の
よ
う
な
成
果
指
標
を
も

っ
て
行
政
運
営
し
て
い
く
の
か
。

答　

第
５
次
基
本
構
想
等
に
の
っ

と
っ
て
運
営
し
て
い
く
。

問　

経
済
指
標
だ
け
で
市
民
満
足

度
の
向
上
が
図
れ
る
訳
で
は
な
い
。

荒
川
区
で
は
ブ
ー
タ
ン
の
Ｇ
Ｎ
Ｈ

︵
国
民
総
幸
福
度
）
に
学
び
Ｇ
Ａ

Ｈ
︵
荒
川
区
民
総
幸
福
度
）
を
導

入
し
て
い
る
。
富
士
見
市
で
も

「
幸
福
度
指
数
」
な
ど
新
し
い
成

果
指
標
を
導
入
し
て
み
て
は
。

答　

主
観
的
な
満
足
度
は
市
民
意

識
調
査
で
把
握
に
努
め
て
い
る
。

②
多
文
化
共
生
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

問　

災
害
時
、
外
国
人
住
民
も
支

援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

現
状
と
市
の
見
解
は
。

答　

自
主
防
災
組
織
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
対
応
す
る
。

問　

日
本
語
が
不
得
意
な
方
に
は

災
害
時
要
援
護
者
登
録
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
は
。

答　

今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

③
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

問　

デ
マ
ン
ド
型
交
通
試
験
運
転

後
、
空
白
期
間
が
懸
念
さ
れ
る
が
。

答　

空
白
期
間
が
無
い
よ
う
検
討
。

�

勝
山　

祥
（
草
の
根
）

①
危
機
管
理
に
つ
い
て

問　

市
内
社
会
福
祉
法
人
に
お
け

る
水
害
避
難
計
画
作
成
状
況
は
。

答　

老
人
ホ
ー
ム
で
３
箇
所
、
障

が
い
者
施
設
で
２
箇
所
、
保
育
園

等
で
10
箇
所
が
作
成
済
み
。

②
教
育
環
境
の
向
上
に
つ
い
て

問　

交
通
指
導
員
の
配
置
状
況
は
。

答　

各
小
学
校
区
で
信
号
が
な
く

危
険
な
横
断
歩
道
を
中
心
に
１
名

か
ら
５
名
配
置
し
て
い
る
。

問　

増
員
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
。

答　

道
路
の
新
設
や
、
児
童
の
増

加
な
ど
、
通
学
路
の
状
況
に
変
化

が
あ
っ
た
場
合
に
行
う
。

問　

小
学
校
に
お
い
て
少
人
数
学

級
を
導
入
す
る
効
果
は
。

答　

教
員
の
事
務
作
業
が
軽
減
さ

れ
、
児
童
一
人
に
対
し
、
き
め
細

か
く
対
応
で
き
る
。

問　

本
市
で
少
人
数
学
級
を
導
入

し
て
は
ど
う
か
。

答　

質
の
高
い
教
員
の
確
保
、
財

政
措
置
の
点
か
ら
難
し
い
。

③
市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

問　

本
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め

に
、
何
を
ど
の
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
の
か
。

答　

Ｐ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト
を
明
確
に
す

る
こ
と
が
重
要
。
平
成
29
年
度
に

専
門
家
を
招
い
て
検
討
予
定
。

�

今
成　

優
太
（
草
の
根
）

①
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　

道
の
駅
の
建
設
、
誘
致
に
つ

い
て
前
市
長
は
「
様
々
な
環
境
が

整
え
ば
、
必
ず
道
の
駅
を
作
る
」

と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。
道
の
駅
の

具
体
的
な
整
備
予
定
は
あ
る
の
か
。

答　

具
体
的
な
話
は
な
い
。

問　

浦
和
所
沢
、
富
士
見
川
越
、

工
事
中
の
和
光
富
士
見
バ
イ
パ
ス

が
通
る
予
定
で
あ
り
、
近
隣
市
町

に
も
な
い
の
で
、
道
の
駅
の
建
設

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

答　

計
画
的
な
沿
道
利
用
の
一
つ

と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

②
生
活
保
護
不
正
受
給
に
つ
い
て

問　

本
市
の
不
正
受
給
は
あ
る
か
。

答　

ご
く
一
部
だ
が
あ
る
。

問　

悪
質
な
不
正
受
給
は
許
さ
れ

な
い
。
他
市
の
事
例
を
参
考
に
、

本
市
も
生
活
保
護
適
正
化
の
強
化

を
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

今
は
考
え
て
い
な
い
。

③
駅
前
の
状
況
に
つ
い
て

問　

買
い
物
時
な
ど
駅
前
に
一
時

駐
輪
︵
放
置
自
転
車
）
が
あ
る
。

一
時
駐
輪
場
を
新
設
す
べ
き
で
は
。

答　

検
討
を
し
て
い
く
。

問　

市
営
駐
輪
場
に
お
い
て
も
ほ

ぼ
満
車
に
近
い
状
態
で
あ
る
。
増

設
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

動
向
を
注
視
し
、
対
応
す
る
。

�

八
子　

朋
弘
（
草
の
根
）

①
道
路
行
政
に
つ
い
て

問　

多
く
の
市
民
の
皆
様
か
ら
、

道
路
に
つ
い
て
の
ご
要
望
を
頂
く
。

修
繕
や
補
修
の
状
況
は
。

答　

交
通
量
や
ひ
び
割
れ
率
、
情

報
提
供
や
パ
ト
ロ
ー
ル
結
果
を
も

と
に
総
合
判
断
し
対
応
し
て
い
る
。

問　

拡
幅
の
状
況
は
。

答　

地
権
者
の
理
解
と
協
力
の
も

と
買
収
や
採
納
で
対
応
し
て
い
る
。

②
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
課
題
に
つ

い
て

問　

課
題
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し

て
い
る
か
。

答　

マ
ン
シ
ョ
ン
総
合
調
査
結
果

や
相
談
会
に
よ
り
把
握
し
て
い
る
。

問　

課
題
へ
の
対
応
策
の
一
つ
と

し
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合

が
集
っ
て
情
報
交
換
し
、
解
決
策

を
模
索
し
て
い
く
マ
ン
シ
ョ
ン
交

流
会
を
、
和
光
市
の
よ
う
に
市
主

導
で
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

答　

個
別
対
応
や
既
に
存
在
す
る

交
流
会
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
。

③
旧
富
士
見
青
年
の
家
の
跡
地
の

再
整
備
に
つ
い
て

問　

現
時
点
に
お
け
る
方
針
は
。

答　

地
域
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
今

年
度
、
地
域
の
声
を
聴
い
て
活
用

案
を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

�

加
藤　

久
美
子（
富
士
見
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

①
市
の
特
色
あ
る
公
園
づ
く
り
に

む
け
て

問　

市
内
の
公
園
の
な
い
地
域
へ

の
設
置
を
推
進
す
る
た
め
に
は
。

答　

小
規
模
開
発
に
伴
い
、
地
権

者
の
理
解
を
得
て
公
園
用
地
を
確

保
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

問　

今
後
の
び
ん
沼
自
然
公
園
の

在
り
方
は
。

答　

周
辺
の
豊
か
な
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
と
地
元
活
性
化
を
目
指
す
。

問　

針
ヶ
谷
中
央
公
園
の
広
場
的

な
改
修
を
図
れ
な
い
か
。

答　

先
ず
は
町
会
の
意
見
を
聞
く
。

②
孤
独
死
、
孤
立
死
を
防
ぐ
た
め

�

根
岸　

操
（
市
民
の
絆
）

①
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
成
に
向

け
て

問　

子
育
て
支
援
の
更
な
る
対
策

と
し
て
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化

を
導
入
す
べ
き
と
思
う
が
。

答　

学
校
給
食
法
で
は
保
護
者
が

負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

問　

以
前
研
究
す
る
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
に
つ
い
て
。

答　

全
国
的
に
広
が
っ
て
い
る
傾

向
も
つ
か
ん
で
い
る
。
実
態
の
研

究
は
し
て
い
る
。

問　

完
全
無
償
化
す
る
に
は
ど
の

く
ら
い
の
予
算
が
必
要
か
。

答　

約
４
億
円
と
な
る
。

に
、
行
政
の
支
援
を

問　

引
き
こ
も
り
、
セ
ル
フ
ネ
グ

レ
ク
ト
へ
の
対
応
は
。

答　

高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
、
困
難
な
事
例
は

一
緒
に
検
討
、
対
応
す
る
。

③
道
路
付
属
物
の
拡
充
と
歩
行
者

の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問　

道
路
付
属
物
の
更
新
・
新
設

の
優
先
順
位
は
。

答　

市
民
か
ら
相
談
・
要
望
を
受

け
、
現
地
確
認
を
し
て
必
要
度
を

検
討
し
て
決
め
る
。

問　

視
覚
障
が
い
者
誘
導
表
示
・

エ
ス
コ
ー
ト
ゾ
ー
ン
の
設
置
を
。

答　

地
域
の
再
整
備
時
に
行
う
。

②
市
内
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

問　

つ
る
せ
台
小
学
校
脇
の
交
差

点
信
号
機
の
改
善
に
つ
い
て
。

答　

県
警
と
現
地
に
お
い
て
交
差

点
診
断
を
行
い
、
再
度
定
周
期
式

信
号
機
の
設
置
依
頼
と
、
更
な
る

安
全
対
策
の
協
議
を
行
っ
た
。

問　

富
士
見
台
中
学
校
下
三
差
路

信
号
機
の
感
知
式
部
分
の
撤
去
を
。

答　

撤
去
す
る
の
は
簡
単
だ
が
、

定
周
期
式
へ
の
要
望
が
必
要
に
な

り
検
討
し
た
い
。

問　

市
道
第
1684
号
線
︵
エ
コ
ス
羽

沢
店
）
付
近
の
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ

ン
グ
式
道
路
の
対
策
に
つ
い
て
。

答　

修
繕
方
法
を
検
討
す
る
。

修
繕
が
望
ま
れ
る

生
活
道
路

▪議会を傍聴しませんか▪
（３月定例会の傍聴者数は186人でした）
　富士見市議会では、本会議及び委員会が公開となっ
ています。市民の皆さんの代表である議員の活動や審
議の状況を直接傍聴してみませんか。議会事務局で住
所・氏名を記入し、傍聴券を受け取り傍聴席に入るこ
とができます。開会前にご申請頂ければ、議会の撮影
も可能です。
　また、手話通訳を希望する場合には、早目に事務局
へお知らせください。なお、ご希望の日に対応できな
い場合もありますので、あらかじめご了承願います。

▪次回定例会について▪
5月30日（火） 開会の予定です。

《議会事務局》� 電話�049–251–2711　内線165・166
� FＡＸ�049–255–9637
� メールアドレス　gikai@city.fujimi.saitama.jp
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議
案
第
８
号

富
士
見
市
立
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

�

（
全
会
一
致
可
決
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
保
護
者
負

担
金
を
減
額
す
る
た
め
、
富
士
見

市
立
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

《
主
な
内
容
》

・�

階
層
の
認
定
に
関
し
必
要
な
事

項
は
、
規
則
で
定
め
る
旨
を
、

備
考
に
明
記
。

［�

ひ
と
り
親
家
庭
等
で
所
得
税
及

び
市
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

︵
Ｂ
階
層
）
に
係
る
保
護
者
負

担
金
を
免
除
す
る
こ
と
］

　

［
平
成
29
年
４
月
１
日
施
行
］

議
案
第
11
号

富
士
見
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て�

（
全
会
一
致
可
決
）

　

介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改

正
等
に
伴
い
、
富
士
見
市
介
護
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

《
主
な
内
容
》

・�

介
護
認
定
審
査
会
委
員
の
任
期

を
３
年
に
変
更
。

・�

平
成
29
年
度
に
お
け
る
保
険
料

率
の
特
例
を
規
定
。

　

［
平
成
29
年
４
月
１
日
施
行
］

議
案
第
12
号

富
士
見
市
立
集
会
所
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て�

（
全
会
一
致
可
決
）

　

富
士
見
市
立
水
谷
第
８
集
会
所

を
廃
止
す
る
た
め
、
富
士
見
市
立

集
会
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

　

［
平
成
29
年
４
月
１
日
施
行
］

議
案
第
14
号

富
士
見
市
債
権
管
理
条
例
の
制
定

に
つ
い
て�

（
賛
成
多
数
可
決
）

　

市
の
債
務
の
管
理
に
関
す
る
事

務
の
一
層
の
適
正
化
を
図
り
、
も

っ
て
公
平
か
つ
円
滑
な
行
財
政
運

営
に
資
す
る
た
め
、
富
士
見
市
債

権
管
理
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で

す
。

《
主
な
内
容
》

・�

台
帳
の
整
備
や
徴
収
計
画
の
策

定
の
明
記
。

・�

著
し
い
生
活
困
窮
状
態
等
の
債

権
者
に
対
す
る
適
切
な
指
導
又

は
助
言
の
明
記
。

・�

非
強
制
徴
収
公
債
権
、
私
債
権

及
び
延
滞
金
等
の
放
棄
に
関
す

る
事
項
の
手
続
き
の
明
記
。

　

［
平
成
29
年
４
月
１
日
施
行
］

議
案
第
16
号

富
士
見
市
産
業
振
興
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

�

（
全
会
一
致
可
決
）

　

産
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の

推
進
に
必
要
な
経
費
の
財
源
に
充

て
る
た
め
、
富
士
見
市
産
業
振
興

基
金
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

《
主
な
内
容
》

・�

基
金
の
積
み
立
て
に
つ
い
て
明

記
。

・�

基
金
に
属
す
る
現
金
の
保
管
に

つ
い
て
明
記
。

・
繰
替
運
用
に
つ
い
て
明
記
。

　

［
平
成
29
年
４
月
１
日
施
行
］

議
案
第
17
号

富
士
見
市
教
育
振
興
基
本
計
画
審

議
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

�

（
全
会
一
致
可
決
）

　

富
士
見
市
教
育
振
興
基
本
計
画

を
策
定
す
る
た
め
、
富
士
見
市
教

育
振
興
基
本
計
画
審
議
会
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

《
主
な
内
容
》

・�

審
議
会
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て

明
記
。
︵
教
育
委
員
会
の
諮
問

に
応
じ
、
計
画
を
審
議
し
、
教

育
委
員
会
に
答
申
す
る
。
）

・�

委
員
の
組
織
に
つ
い
て
明
記
。

︵
11
人
以
内
）

・�

委
員
の
任
期
に
つ
い
て
明
記
。

　

�

︵
委
嘱
の
日
か
ら
諮
問
事
項
を

答
申
し
た
日
ま
で
）

　

［
平
成
29
年
４
月
１
日
施
行
］

議
案
第
31
号

富
士
見
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

�

（
全
会
一
致
同
意
）

　

平
成
29
年
３
月
31
日
で
任
期
満

了
と
な
る
堀ほ

り

江え

一か
ず

男お

氏
を
再
び
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
も
の
で

す
。

議
案
第
33
号

富
士
見
市
副
市
長
の
選
任
に
つ
い

て�

（
全
会
一
致
同
意
）

　

平
成
29
年
３
月
31
日
で
任
期
満

了
と
な
る
奥
村
敬
一
氏
の
後
任
に

浅あ
さ

井い

義よ
し

明あ
き

氏
を
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
た
も
の
で
す
。

　
　議

案
第
34
号

富
士
見
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の

任
命
に
つ
い
て�

�

（
全
会
一
致
同
意
）

　

平
成
29
年
３
月
31
日
で
任
期
満

了
と
な
る
森
元
州
氏
の
後
任
に
山や

ま

口ぐ
ち

武た
け

士し

氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同

意
し
た
も
の
で
す
。

　
　

請
願
審
査
報
告

《
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
》

請
願
第
１
号

富
士
見
市
立
市
民
総
合
体
育
館
条

例
の
見
直
し
を
求
め
る
請
願

�

（
不
採
択
）

　

請
願
者

　

�

全
国
年
金
者
組
合
富
士
見
支
部

支
部
長　
　

小
倉　

洋
一

意
見
書

　

悲
惨
な
過
労
死
事
件
を
引
き
起

こ
す
長
時
間
労
働
の
厳
格
な
規
制

は
日
本
社
会
の
緊
急
の
課
題
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
安
倍
晋
三
首
相

が
議
長
を
つ
と
め
る
「
働
き
方
改

革
実
現
会
議
」
は
、
残
業
時
間
の

上
限
を
年
間
720
時
間
な
ど
と
す
る

原
案
を
示
し
た
。
残
業
の
限
度
時

間
を
週
15
時
間
、
月
45
時
間
、
年

間
360
時
間
と
定
め
た
「
厚
生
労
働

大
臣
告
示
」
の
２
倍
も
の
残
業
を

許
容
す
る
重
大
な
内
容
で
あ
る
。

　

労
働
時
間
に
関
す
る
有
効
な
Ｉ

Ｌ
Ｏ
条
約
は
、
工
業
分
野
に
お
け

る
労
働
時
間
を
１
日
８
時
間
・
週

48
時
間
に
制
限
す
る
条
約
︵
第
１

号
）
を
は
じ
め
、
最
低
３
労
働
週

の
年
休
を
保
障
す
る
年
次
有
給
休

暇
条
約
︵
第
132
号
）
、
パ
ー
ト
労

　

�

労
働
時
間
に
関
す
る
国
際
基
準

を
受
け
入
れ
長
時
間
労
働
是
正

の
法
定
化
を
求
め
る
意
見
書

働
者
に
均
等
待
遇
を
保
障
す
る
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
条
約
︵
第
175

号
）
な
ど
18
本
存
在
す
る
が
、
日

本
は
ひ
と
つ
も
批
准
し
て
お
ら
ず
、

批
准
ゼ
ロ
は
、
先
進
国
で
は
日
本

と
米
国
だ
け
で
あ
る
。

　

今
日
本
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
労
働
時
間
と
い
う
最
も
基
本

的
な
労
働
条
件
で
国
際
基
準
を
受

け
入
れ
、
国
際
基
準
に
追
い
付
き
、

さ
ら
に
前
へ
と
行
く
こ
と
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
市
議
会
は
、
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、

一
、
残
業
上
限
規
制
に
例
外
を
設

け
ず
、
週
15
時
間
、
月
45
時
間
、

年
360
時
間
と
す
る
大
臣
告
示
を
法

定
化
す
る
こ
と
。

一
、
勤
務
か
ら
次
の
勤
務
ま
で
の

あ
い
だ
に
連
続
11
時
間
の
休
息
時

間
を
設
け
る
こ
と

一
、
長
時
間
労
働
の
温
床
と
な
っ

て
い
る
裁
量
労
働
制
等
を
規
制
強

化
す
る
こ
と
、
以
上
を
要
請
す
る
。

提
出
先

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣　

厚
生
労
働
大
臣

　

三
芳
町
内
の
ア
ス
ク
ル
物
流
倉

庫
火
災
は
、
鎮
火
す
る
ま
で
12
日

間
か
か
っ
た
。
こ
の
建
物
は
、
延

べ
床
面
積
約
７
万
2000
㎡
の
う
ち
約

　

�

「
ア
ス
ク
ル
」
物
流
倉
庫
火
災

に
つ
い
て
国
に
お
い
て
検
証
と

消
防
法
・
建
築
基
準
法
の
見
直

し
を
求
め
る
意
見
書

４
万
5000
㎡
が
焼
損
し
た
。

　

ま
た
、
消
火
後
も
、
煙
に
よ
る

健
康
被
害
、
有
害
物
質
に
よ
る
土

壌
汚
染
な
ど
の
不
安
も
広
が
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
今
後
の
対
策
と
し
て

「
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
機
能
し
て

い
た
の
か
、
消
防
法
が
大
型
倉
庫

に
対
応
し
て
い
る
の
か
」
な
ど
原

因
究
明
が
必
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
対
し
、
消
防

法
・
建
築
基
準
法
な
ど
の
見
直
し

を
求
め
る
。

提
出
先

内
閣
総
理
大
臣

総
務
大
臣　

国
土
交
通
大
臣

諮
問
第
１
号

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

�

（
全
会
一
致
同
意
）

　

平
成
29
年
６
月
30
日
で
任
期
満

了
と
な
る
大お

お

澤さ
わ

啓け
い

矢し

氏
を
再
び
推

薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
も
の
で

す
。

議
第
１
号
議
案

富
士
見
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て�

（
全
会
一
致
可
決
）

　

常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委

員
会
の
任
期
を
４
年
か
ら
２
年
に

変
更
す
る
た
め
、
富
士
見
市
議
会

委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

　

［
平
成
29
年
４
月
１
日
施
行
］

議
第
２
号
議
案

富
士
見
市
議
会
政
務
活
動
費
の
交

付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

�

（
全
会
一
致
可
決
）

　

会
派
が
交
付
を
受
け
た
政
務
活

動
費
に
対
し
、
生
じ
た
利
子
の
取

り
扱
い
を
規
定
す
る
た
め
、
富
士

見
市
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

　

［
平
成
29
年
４
月
１
日
施
行
］

住みやすい街・富士見市
横山　邦和

　私はもともと富士見市生まれの富士見市育

ちですが、結婚を機に他市に住んでおりまし

た。しかし、子供ができ幼稚園や学校環境の

ことを考え、富士見市に戻ってきました。今

暮らしている諏訪地区は幼稚園、小学校、中

学校と共に近く、安心して子供たちを送り出

すことができる環境です。またそれだけでな

く、病院や図書館など公共施設も充実してい

ます。さらに昨年には大型商業施設ららぽー

と富士見も完成し、とても便利で安心して

日々の生活を送っています。

　私は現在、富士見市商工会青年部に所属し

地域のお祭りなどにも参加しています。特に

富士見ふるさと祭りには多くの方が来場され

沢山の笑顔があふれます。そんな笑顔をみて

いると富士見市に戻ってきて本当に良かった

と感じています。

　今後も青年部活動を通じ、地域の方々が笑

顔になる活動をしていきたいと思います。

▲請願・陳情の提出方法▲
　請願は、国民に認められた憲法上（第１６条）の権利の一つ
で、国または地方公共団体の機関に対して意見や希望を述べ
ることを言います。
　また、陳情は、請願と同じような性格を持ったもので、様式
は、請願に準じたものとなっています。
◦�請願・陳情を提出する時は、１件につき１通（原本）を議長宛
に提出してください。［議会事務局に持参してください。］
◦�請願には紹介議員（１人以上）の署名が必要です。陳情には
紹介議員は必要ありません。
◦�記載内容は、下記「書式例」に準じ、Ａ４サイズで横書きとし
てください。また、代表者のみ押印してください。
◦�複数人による請願・陳情は、代表者を定め「外○人」とし、代
表者のみ押印し、署名簿を付けてください。署名簿は、住所、
氏名をボールペンなど（鉛筆不可）でご署名ください。（コ
ピーは無効）
◦�道路・下水道などに関しては、位置や区間など（市道第○号
線など）を表示した「略図」を付けてください。
　＊�請願・陳情を提出される際に様式等不明な点は、事前に議
会事務局にお問い合わせください。

　《議会事務局 電話０４９－２５１－２７１１　内線165》
　《書式例》　Ａ４用紙　横書き
　　　　　（表紙）　　　　　　　　　　（内容）

○○○○に関する
　　　　　 請願書

　紹介議員
○○○○

件名　○○○○に関する
　　　　　　請願（陳情）
要旨　○○○○○○○
理由　○○○○○○○
　　
平成　年　月　日

（あて先）富士見市議会議長
請願者（陳情者）
住所　○○○○○○○
氏名　○○○㊞外○○名

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
内
に

開
設
予
定
の
子
ど
も
未
来
応
援
セ
ン
タ
ー
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改選後の臨時会
　　議会内の人事決まる

平成29年第２回　臨時会〈会期日程〉
４月７日

開会、議長選挙、議席の指定、副議長選挙、議員提出議案
審議、議会運営委員会委員の選任、常任委員会委員の選
任、一部事務組合議会議員選挙、閉会

本　会　議

就
任
の
あ
い
さ
つ

　

平
成
29
年
第
２
回
臨
時
会
は
、
３
月
26
日

に
行
わ
れ
た
富
士
見
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

で
改
選
さ
れ
た
21
人
の
新
議
員
に
よ
る
初
め

て
の
議
会
と
し
て
、
４
月
７
日
に
招
集
さ
れ
、

会
期
を
１
日
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
関
野
兼
太
郎
臨
時
議
長
の
も
と
で

議
長
選
挙
を
行
い
、
投
票
の
結
果
、
議
長
に

尾
崎
孝
好
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
副
議
長
に
篠
田
剛
議
員
を
選
出
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
25
年
に
行
わ
れ
た
前
回
選
挙

と
同
様
に
、
正
副
議
長
の
選
挙
に
先
立
ち
、

候
補
者
の
所
信
表
明
が
全
議
員
を
対
象
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
臨
時
会
は
、
議
長
・
副
議
長
選
挙
を
は

じ
め
、
各
常
任
委
員
会
や
議
会
運
営
委
員
会

の
委
員
の
選
任
、
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員

選
挙
を
行
い
、
新
た
な
議
会
の
構
成
を
決
定

し
ま
し
た
。

議　長　尾
お

崎
ざき

　孝
たか

好
よし

副　議　長　篠
しの

田
だ

　剛
つよし

　

４
月
臨
時
会
に
お
い
て
正
副
議

長
に
就
任
を
い
た
し
ま
し
た
。
責

務
を
全
う
す
る
べ
く
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
な
ど
富
士

見
市
を
取
り
巻
く
環
境
も
変
化
を

し
て
き
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
市

議
会
一
丸
と
な
っ
て
子
育
て
環
境

・
健
康
福
祉
の
充
実
、
安
心
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
な
ど
日
々

の
暮
ら
し
に
密
着
し
た
課
題
に
取

り
組
む
と
と
も
に
将
来
を
見
据
え

た
建
設
的
な
議
論
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
す
。

　

市
議
会
へ
の
皆
様
方
の
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

臨
時
会
で
決
ま
っ
た
、
正
副
議
長
・
各
常
任
委
員
会

な
ど
の
人
事
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
続
い

て
い
ま
す
。

提
出
案
件
と
そ
の
結
果

選
挙

　〔
○
内
は
案
件
番
号
〕

①
富
士
見
市
議
会
議
長
選
挙
に
つ
い
て�

（
別
掲
）

②
富
士
見
市
議
会
副
議
長
選
挙
に
つ
い
て�

（
別
掲
）

③
志
木
地
区
衛
生
組
合
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て�

（
別
掲
）

④
入
間
東
部
地
区
衛
生
組
合
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て�

（
別
掲
）

⑤
入
間
東
部
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て�

（
別
掲
）

指
定

　〔
○
内
は
案
件
番
号
〕

①
議
席
の
指
定
に
つ
い
て�

（
別
掲
）

選
任

　〔
○
内
は
案
件
番
号
〕

①
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て�

（
別
掲
）

②
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て�

（
別
掲
）

議
員
提
出
議
案

〔
○
内
は
議
案
番
号
〕

⑦
富
士
見
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

�

（
全
会
一
致
可
決
）

議 会 内

人事改選

【
正
副
議
長
選
挙
の
投
票
結
果
】

　
　

議　

長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
議
長

　
　
　

当
選　

尾 

崎 

孝 

好　

21
票　
　

当
選　

篠 

田 　

 

剛　

18
票

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
無
効
０
票
）　
　
　
　

川 

畑 

勝 

弘　

３
票

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
無
効
０
票
）

 

議　

長　

尾
崎　

孝
好　
　
　

副
議
長　

篠
田　

剛

常 任 委 員 会
総　
　

務

（
７
人
）

委
員
長　

田
中　

栄
志

副
委
員
長　

今
成　

優
太

委
員　

吉
原　

孝
好

委
員　

勝
山　
　

祥

委
員　

尾
崎　

孝
好

委
員　

篠
田　
　

剛

委
員　

川
畑　

勝
弘

文
教
福
祉

（
７
人
）

委
員
長　

斉
藤　

隆
浩

副
委
員
長　

根
岸　
　

操

委
員　

佐
野　

正
幸

委
員　

村
元　
　

寛

委
員　

加
賀
奈
々
恵

委
員　

加
藤　
　

清

委
員　

小
川　
　

匠

建
設
環
境

（
７
人
）

委
員
長　

伊
勢
田
幸
正

副
委
員
長　

深
瀬　

優
子

委
員　

上
杉　

考
哉

委
員　

寺
田　
　

玲

委
員　

関
野
兼
太
郎

委
員　

津
波　

信
子

委
員　

八
子　

朋
弘

予
算
決
算

（
21
人
）
委
員
長　

八
子　

朋
弘

副
委
員
長　

川
畑　

勝
弘

委
員　

全
議
員

議
会
運
営
委
員
会

（
７
人
）

委
員
長　

関
野
兼
太
郎

副
委
員
長　

勝
山　
　

祥

委
員　

田
中　

栄
志

委
員　

加
賀
奈
々
恵

委
員　

深
瀬　

優
子

委
員　

川
畑　

勝
弘
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新議員の紹介

佐
さ

野
の

�正
まさ

幸
ゆき

①21・未来クラブ
②文教福祉
③鶴瀬西3-22-26

④080-6608-3030
⑤1回

1

勝
かつ

山
やま

　祥
しょう

①草の根
②総務
③ふじみ野東2-7-1
　シティヴェール
� ふじみ野3-1009
④090-7190-2274
⑤2回

8

深
ふか

瀬
せ

�優
ゆう

子
こ

①公明党
②建設環境
③水谷1-6-11

④049-255-4455
⑤2回

15

吉
よし

原
はら

�孝
たか

好
よし

①21・未来クラブ
②総務
③ふじみ野西2-1-1
　アイムふじみ野
　� 西三番館1106
④049-262-7703
⑤1回

2

伊
い せ だ

勢田�幸
ゆき

正
まさ

①草の根
②建設環境
③ふじみ野東1-23-1
　コーポレート
� ふじみ野503
④090-8057-5047
⑤3回

9

加
か

藤
とう

　清
きよし

①公明党
②文教福祉
③下南畑3962-33

④049-255-1426
⑤2回

16

上
うえ

杉
すぎ

�考
たか

哉
や

①21・未来クラブ
②建設環境
③針ケ谷1-5-8
　アヴィオラ402
④080-4744-0913
⑤2回

3

寺
てら

田
だ

　玲
りょう

①日本共産党
②建設環境
③下南畑3206

④049-293-4289
⑤2回

10

篠
しの

田
だ

　剛
つよし

①公明党
②総務
③鶴馬2005-4

④090-3815-5226
⑤3回

17

田
た

中
なか

�栄
たか

志
し

①21・未来クラブ
②総務
③水子217

④049-251-2858
⑤2回

4

尾
お

崎
ざき

�孝
たか

好
よし

①21・未来クラブ
②総務
③山室2-1-7

④049-251-4520
⑤3回

11

八
や

子
こ

�朋
とも

弘
ひろ

①草の根
②建設環境
③西みずほ台
　� 3-9-1-104
④090-4546-8606
⑤4回

18

根
ね

岸
ぎし

　操
みさお

①市民の絆
②文教福祉
③鶴瀬東1-6-30

④090-1619-4895
⑤5回

5

斉
さい

藤
とう

�隆
たか

浩
ひろ

①21・未来クラブ
②文教福祉
③渡戸2-2-5

④049-251-0059
⑤2回

12

今
いま

成
なり

�優
ゆう

太
た

①草の根
②総務
③水子2537-9

④090-5203-1559
⑤2回

19

村
むら

元
もと

　寛
ひろし

①草の根
②文教福祉
③上沢1-16-15

④090-6178-3382
⑤1回

6

関
せき

野
の

�兼
かね

太
た

郎
ろう

①21・未来クラブ
②建設環境
③水谷東1-2-10

④049-255-0506
⑤5回

13

小
お

川
がわ

　匠
たくみ

①日本共産党
②文教福祉
③ふじみ野東
� 3-14-13
④049-267-3560
⑤2回

20

加
か

賀
が

�奈
な な え

々恵
①草の根
②文教福祉
③鶴瀬東2-16-23
　レフィナード102
④080-4051-7711
⑤2回

7

津
つ

波
は

�信
のぶ

子
こ

①公明党
②建設環境
③鶴瀬東2-21-40

④049-253-1427
⑤5回

14

川
かわ

畑
ばた

�勝
かつ

弘
ひろ

①日本共産党
②総務
③諏訪1-6-23

④049-255-3474
⑤4回

21
氏　　名
①会派

②所属委員会

③住所

④電話番号

⑤当選回数

写��真

議席番号

一�部�事�務�組�合�議�会�議�員
（
消
防
）

入
間
東
部
地
区
消
防
組
合

（
富
士
見
市
・
ふ
じ
み
野
市
・
三
芳
町
）

（
火
葬
場
斎
場
・
し
尿
処
理
）

入
間
東
部
地
区
衛
生
組
合

（
富
士
見
市
・
ふ
じ
み
野
市
・
三
芳
町
）

（
ご
み
処
理
）

志
木
地
区
衛
生
組
合

（
富
士
見
市
・
志
木
市
・
新
座
市
）

吉
原
　
孝
好
議
員
　 

斉
藤
　
隆
浩
議
員

篠
田
　
　
剛
議
員
　 

今
成
　
優
太
議
員

川
畑
　
勝
弘
議
員

上
杉
　
考
哉
議
員
　 

根
岸
　
　
操
議
員

加
賀
奈
々
恵
議
員
　 

伊
勢
田
幸
正
議
員

深
瀬
　
優
子
議
員

尾
崎
　
孝
好
議
長
　 

田
中
　
栄
志
議
員

勝
山
　
　
祥
議
員
　 

寺
田
　
　
玲
議
員

関
野
兼
太
郎
議
員
　 

加
藤
　
　
清
議
員

　

市
政
施
行
45
周
年
記
念
事
業
の

コ
ン
サ
ー
ト
、
市
民
総
合
体
育
館

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
な
ど
、

市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
も
、
思
い

出
深
い
春
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

３
月
実
施
の
市
議
会
議
員
選
挙

を
経
て
、「
議
会
だ
よ
り
」
の
編

集
も
新
メ
ン
バ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
に
、
議
会
に
対
し
て

更
に
興
味
関
心
を
持
っ
て
頂
け
る

よ
う
、
わ
か
り
や
す
さ
に
心
掛
け

て
参
り
ま
す
。

　

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
併
せ
て
、

ご
覧
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

編
集　

総
務
常
任
委
員
会

川
畑
委
員

勝
山
委
員

今
成
副
委
員
長

田
中
委
員
長

尾
崎
委
員

篠
田
委
員

吉
原
委
員

議会映像をインターネットで配信中！

とクリック。

スマートフォン・タブレット・パソコンで
閲覧できるようになりました。
議長の公務記録や政務活動費の領収書などの
議会の情報もホームページで公開しています。

（
　
）内
は
構
成
市
町

会派構成

21・未来
クラブ

７
人

草の根 ６
人

公明党 ４
人

日本
共産党

３
人

市民の絆 １
人


